
に
謙
し
、
十
九
年
袈
。
子
mm
柏
町
袈
い
で
器
開
に
仕
へ
た
o

キ
ム
ラ
ヤ
ス
ア
キ
木
村
保
秋
泊
稿
本
助
・
左
一
島
氏
。
越
後
呑
積
寺
の
大
混
寛
・
掘
に
授
じ
て
都
嬰
正
元
年
九
月
主
家
の
滅
亡
に
逢
う
て
詩
浪
L
、
越
申

キ
ム
ラ
b
A
カ
ノ

7

木
村
孝
信
辿
稿
九
定
衛
門
o
-
次
持
υ
寛
政
九
年
・
養
父
共
太
夫
の
越
知
行
一
一
7
T
.
h
や
プ
し
、
平
保
九
年
大
莱
寺
に
首
衆
と
な
り
、
智
被
閉
山
支
一
瑞
泉
寺
に
符
出
し
、
川
人
間
〈
佐
々
成
政
に
仕
へ
た
こ

行
川
部
舵
任
の
峨
ド
.
鏑
木
右
衛
門
大
火
冷
却
の
卸
と
袈
ぎ
、
制
外
に
列
し
、
江
げ
'
御
崎
式
御
則
人
と
な
。
、
に
制
法
し
‘
十
三
年
永
平
寺
に
奉
勅
、
十
五
年
存
続
寺
一
と
も
あ
ろ
が
、
公
づ
て
加
刊
の
挺
ヶ
附
に
束
。
、
航

な
0
、
手
勢
一
九
十
騎
の
随
…
に
て
、
野
々
山
の
川
M

明
文
政
一
一
年
二
十
一
れ
そ
加
へ
て
物
則
前
肌
に
界
。
、
九
に
住
し
、
元
文
ご
年
江
州
肌
河
川
同
寺
に
勝
じ
‘
同
年
武
お
・
そ
殺
と
し
て
山
本
青
木
版
と
属
し
た
。
次
い
で
十
一
一
。

骨
頂
。
、
そ
こ
一
ビ
病
山
政
し
た
υ
刷
村
住
山
口
日
に
あ
る
年
致
仕
し
て
脆
翁
と
鋭
し
、
科
二
十
人
扶
持
や
・
党
け
一
州
龍
捌
寺
に
移
っ
た
。
次
い
で
抱
延
元
年
、
清
信
寺
一
年
八
月
発
出
n
が
越
中
.
小
銭
の
際
に
は
、
金
制
作
城
に
一
京

大
木
の
祭
れ
は
ま
川
の
怒
川
で
あ
る
と
い
ふ
υ

た
U

一
に
人
b
、
均
一
匙
一
一
平
大
来
寺
に
皆
ん
で
開
設
説
法
、
一
っ
て
昆
布
-
一
一
川
拙
・
脳
剛
腕
一
定
・
強
此
山
一
一
反
・
脱

キ
ム
ラ
タ
ケ
ヲ
木
村
竹
雄
詩
は
利
、
別
蹴
対
キ
ム
ラ
ロ
ツ
キ
品
ウ
木
村
麗
裳
金
制
作
の
俳
人
。
一
一
住
五
年
に
及
び
、
賢
一
府
七
年
制
祥
院
1

八
年
総
泉
一
月
九
例
-V-献
じ
、
制
一
統
の

Mm一
線
及
ぴ
余
円
一
枚
を
典
ヘ

枇
品
。
羽
咋
都
子
捕
の
入
。
一
況
に
川
一
じ
弘
前
そ
校
村
対
.
夫
…
徳
院
門
前
に
佑
し
、
通
稽
六
共
街
。
情
念
隊
一
柴
乎
工
守
を
起
し
、
明
和
三
年
八
月
二
十
一
日
徳
泉
寺
に
て
一
ら
れ
た
。
次
い
で
十
八
年
十
一
月
利
家
・
利
誌
に
例
制

文
に
取
び
、
後
湾
問
を
潜
航
す
る
際
、
腿
巾
井
一
伎
に
の
後
党
党
け
て
小
春
山
地
及
び
白
鴎
慌
を
絡
し
服
し
た
。
一
寂
し
た
o
八

十

三

段

。

ん

し

て

闘

…

裂

伐

の

凱

艇

な

引

し

、

文

明

腺

元

年

一

一

用

金

抑

止
っ
て
本
願
寺
別
院
の
御
給
似
入
制
を
蹴
き
、
父
花
滞
米
・
明
治
の
入
。
一
キ
ヤ
ス
ケ
イ
チ
木
屋
助
市
大
坂
の
入
。
究
助
↑
域
の
科
約
に
金
子
を
献
じ
、
文
朝
鮮
役
に
持
般
社
は

ぬ
は
そ
の
得
訟
と
す
る
別
で
あ
っ
た
υ

キ
メ
ダ
カ
極
高
滞
政
時
代
に
、
検
地
に
よ
っ
一
左
術
門
の
時
か
ら
加
賀
滞
の
用
命
を
受
け
た
が
、
正
一
て
米
殺
そ
胞
前
名
作
反
に
嶋
設
す
る
等
の
功
が
多
か

キ
ム
ラ
ノ
プ
タ
ダ
ホ
村
信
芦
迦
抑
制
平
太
夫
・
て
川
品
の
耐
践
を
目
測
し
、
そ
の
向
何
石
と
定
め
た
一
徳
一
ご
年
前
山
…
綱
紀
は
上
方
舶
に
依
っ
て
滞
米
を
織
法
一
っ
た
υ
こ
れ
は
法
れ
そ
将
刈
と
い
ふ
も
の
k

災
で
、

共
俳
ο
尖
は
信
庇
ω
一
大
川
正
年
新
請
に
列
し
、
路
政
の
を
鰍
…
帥
と
抑
制
し
た
o
m
に
尚
と
い
ふ
に
同
じ
い
が
ど
す
べ
き
こ
と
を
助
市
に
命
じ
た
の
で
‘
梨
年
初
め
て
一
木
経
氏
の
始
制
で
あ
る
o

十
一
年
治
知
の
内
二
川
右
そ
受
け
、
市
御
土
縦
器
・
行
特
に
腕
地
を
施
行
し
た
鮪
か
ら
か
引
づ
け
る
の
で
あ
…
之
を
行
行
し
、
合
力
米
三
十
石
を
鈴
せ
ら
れ
た
o
随
一
キ
ヤ
ト
ウ
エ
モ
ン
木
屋
藤
右
衛
門
石
川
猟
州
巧

校
総
て
、
文
政
泊
年
定
番
御
祷
刷
に
踏
み
、
四
年
間
以
る
。
殴
作
法
施
行
以
前
か
ら
存
在
し
た
古
川
は
、
検
一
安
四
年
波
し
、
養
子
助
市
制
約
、
延
俊
二
年
法
赫
し
…
崎
の
日
張
。
一
大
川
四
年
六
周
什
八
円
膝
お
術
門
は
滞

し
た
。
総
則
糸
訓
十
七
容
・
泌
同
公
年
端
川
町
守
の
放
引
が
地
の
予
約
脅
縦
ず
し
て
械
…
的
と
し
た
か
ら
、
之
を
純
一
て
久
闘
と
い
ひ
、
前
代
助
市
の
針
子
助
市
そ
の
後
を
一
の
財
政
な
助
け
た
と
の
理
問
に
よ
り
‘
的
字
そ
柴
崎

あ
る
o

験
地
械
一
品
と
耕
す
る
o
M人

新

仰

で

、

内

線

地

を

終

た

一

裂

い

だ

。

一

と

都

し

、

都

万

を

許

さ

れ

た

。

然

る

に

畑

町

五

年

目

川

キ
ム
ラ
ノ
プ
ナ
ホ
木
村
信
麗
泌
桝
新
一
九
右
衛
も
の
な
傾
向
新
聞
と
い
ふ
こ
と
も
あ
っ
た
。
一
キ
ヤ
テ
イ
エ
ツ
木
屋
真
館
通
群
膝
右
衛
門
、
一
彦
左
衛
門
好
穂
・
池
山
忠
左
衛
門
配
信
二
人
が
蛾
仰
の

門
・
一
一
一
縦
o
川
和
四
年
春
矢
宇
お
衡
門
信
興
の
越
知
キ
モ
イ
リ
肝
煎
滞
政
時
代
に
、
村
方
・
宿
所
・
一
隠
貯
の
後
法
鉢
し
て
点
悦
と
い
う
た
o
天
明
五
年
八
一
財
政
務
理
の
事
に
拡
る
に
際
し
、
際
右
衛
門
は
之
と

一
一
行
討
を
製
ぎ
、
御
前
向
勉
に
班
し
、
次
い
で
大
小
綿
・
町
方
・
捕
方
の
凶
行
た
る
も
の
を
い
ふ
o
純
能
村
の
一
周
宮
川
彦
左
衛
門
好
穫
の
罪
を
得
た
時
、
氏
悦
は
之
~
紡
托
し
て
利
そ
食
っ
た
と
の
服
に
よ
0
、
六
年
六
月

公
事
場
内
側
日
・
大
小
勝
杭

nを
縦
、
安
永
六
年
何
百
.
肝
煎
の
任
命
は
改
作
単
行
の
祁
可
を
得
れ
ば
い
L

一
と
紡
托
し
た
理
闘
を
以
て
、
そ
の
子
際
右
衛
門
と
共
老
侠
前
川
京
教
の
卒
し
て
好
穂
錯
す
の
失
脚
す
る
に
迦

を
加
へ
、
凶
作
江
戸
に
て
迷
路
-P
山
命
ぜ
ら
れ
た
が
後
が
、
宿
所
・
町
方
・
捕
方
の
肝
煎
は
、
御
榔
奉
行
及
び
一
に
獄
に
授
ぜ
ら
れ
、
膝
右
衛
門
は
寛
政
三
年
三
局
紋
一
ひ
、
そ
の
失
点
悦
と
共
に
獄
に
紫
、
が
れ
た
o
後
諸
政

に
必
さ
れ
、
江
政
十
年
一
鋭
し
た
。
凶
作
恭
一
行
の
話
可
脅
縦
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た

0
4
ム
一
さ
れ
た
が
、
良
悦
は
是
よ
り
先
一
大
明
七
年
九
月
二
十
一
一
一
一
年
-
一
一
月
隙
お
術
門
は
般
さ
れ
た
が
、
水
肢
の
財
政

キ
ム
ラ
ヒ
ョ
ウ
ダ
ユ
・
ワ
・
木
村
長
太
夫
初
め
御
ラ
キ
モ
イ
リ
村
肝
煎
υ

一
一
日
獄
巾
に
命
を
限
し
た
o

一
は
之
に
よ
っ
て
削
制
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
後
も
耐

お
川
者
小
刷
帆
と
な
っ
て
新
知
六
十

.hを
党

け

、

後

ギ

モ

ン

義

門

J
リ
ュ
ウ
ガ
Y

ギ
モ

y

龍
岩
一
キ
ヤ
ト
ウ
エ
モ
ン
木
屋
藤
右
衛
門
石
川
郡
削
減
ヶ
一
領
内
第
一
に
在
っ
た
Q

小
聞
に
踏
ん
で
二
十
討
を
加
、
一
史
に
…
一
一
十

2噌
お

門

。

一

附

の

告

で

、

悦

々

藤

右

衛

門

と

群

し

た

o
そ
の
組
一
ギ
ユ
ウ
宣
雄

J
ダ
イ
コ
ウ
ギ
ユ
ウ
大
平
行

し
、
天
明
五
年
制
外
に
列キ

ム
!
キ
ユ

二
三
七


